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近
年
、
被
扶
養
者
に
対
す
る
確
認
が

厳
し
く
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

①
仕
送
り
の
事
実
と
仕
送
り

額
の
確
認

被
保
険
者
と
別
居
し
て
い
る

被
扶
養
者
が
対
象
と
な
り
、
送

金
者
名
、
受
取
人
名
お
よ
び
そ

の
金
額
が
確
認
で
き
る
書
類
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
預
金
通
帳

の
写
し
、
振
込
明
細
書
、
現
金

書
留
の
控
え
等
を
提
出
し
ま
す
。

ま
た
、
仕
送
り
回
数
、
各
回

の
仕
送
り
（
予
定
）
額
、
１
年

間
の
仕
送
り
（
予
定
）
額
を
申

告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇雇用保険◇
４月１日より、全事業の雇用保険料率が変わります。労

働者負担分と事業主負担分の両方が変わりますので、概算
保険料の計算に注意が必要です。

事務所だより

◇健康保険◇

令和5年3月分(4月納付分)から変更

健康保険料率 10.22%→10.29%
介護保険料率 1.64%→1.82%

４月１日以降の給与締日の計算より、新たな保
険料率が適用されます。

②
内
縁
関
係
の
確
認

事
実
婚
の
配
偶
者
も
被
扶
養

者
と
な
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
単

な
る
同
居
や
同
棲
と
は
一
線
を

画
し
『
事
実
上
夫
婦
と
し
て
生

活
し
て
い
る
』
こ
と
が
確
認
で

き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

双
方
の
戸
籍
や
世
帯
全
員
の

住
民
票
等
を
提
出
し
て
頂
き
確

認
し
ま
す
。

③
国
内
居
住
要
件

令
和
２
年
４
月
に
被
扶
養
者

が
日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る

こ
と
と
い
う
要
件
が
追
加
さ
れ

ま
し
た
。

留
学
や
特
定
活
動
等
の
海
外

特
例
要
件
を
満
た
し
て
い
な
け

れ
ば
、
海
外
に
お
住
い
の
親
族

を
扶
養
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来

な
く
な
り
ま
し
た
。

海
外
特
例
要
件
に
該
当
す
る

場
合
は
、
被
扶
養
者
現
況
申
立

書
お
よ
び
要
件
に
該
当
し
て
い

る
事
実
が
確
認
で
き
る
書
類

（
ビ
ザ
や
学
生
証
等
）
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

一
旦
被
扶
養
者
と
し
て
認
め

ら
れ
て
も
毎
年
秋
ご
ろ
に
健
康

保
険
協
会
か
ら
被
扶
養
者
状
況

リ
ス
ト
が
送
ら
れ
て
き
て
再
確

認
さ
れ
ま
す
。

実
際
に
は
十
分
な
仕
送
り
を

し
て
い
な
い
ご
家
族
を
扶
養
に

入
れ
っ
ぱ
な
し
に
す
る
等
は
出

来
ま
せ
ん
の
で
、
し
っ
か
り
と

調
査
し
、
必
要
な
書
類
を
収
集

し
、
適
正
な
申
告
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

社
会
保
険
上
の
被
扶
養
者

ここ数年、就業規則の新規作成や全
面改訂のご依頼を数多くいただくよう
になりました。
打合わせを通じて感じるのですが、

経営者の皆さんはそれぞれ本当に切実
な思いを抱いています。ある方は「弊
社の発展をかけた大仕事」と表現され、
またある方は「内容について毎日考え
あぐねては迷っている」とおっしゃい
ました。
根底に共通して存在するのは危機感

です。空前の人手不足の折、少しでも
会社の環境整備を進めていかなければ
人材を集めることができず、ひいては
事業の継続自体がままならなくなる現
実はもう目の前です。
考えてみれば、中小企業で労働者1

名の変動が生じることのインパクトた
るや相当なもので、従業員1000名の大
企業で例えるなら100名が一気に退職
したり、入社するようなものです。
就業規則の作成を通じてそんな悩み

を少しでも解決できるよう日々心掛け
ております。

（正垣）
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